



































































































































































・県内の市町柿ま平地林などて 蜊 怛直の低かった台地に工業団地を造成して,工場の拐 汝を行ってきた。
（中学社会科忽 顫気脈 Ｎ社）
・奥多 頤t賊は，大半が山林におおわれており，夥ぼ 険 らも近いので，都民にとってバ 蝕于のレクリエ


















































































































































































れた浅除 浴鵬 Ｗ ある。
濕1 孑 手を付けぬ目然ご亡主上とし 辷
，不刄葭呀宸擺を畦沢了‾心目羽昶即ぷ糾明刀攷）心。
（ひ1-ｨ 柎邯 胆渚は 「木剞戈るな」「柿首はつくるな」といった自刎 馬猖亘助に苦しめられているo










｜ ⑩ｙ 霖休は人々の七そ祁裏佶研 秕椋ざ兄又い心と日冽不まリ，気ｂ弓Jこく､ＴＪｒ心。
⑩2-ｨ 農山汾柚 耒 自然をなくした都会人の鴒 青らしの道具にされてV哂。
⑩2-ｳ 山柿 溜 肘木浴や/ヽ イキング，キャンプ等といった都市の人々の絶好のレクリエーション地域で
あるo
①-2-ｴ 山村と都市との交洵よ 客として訪れた都市民 隣 桙ボランティア）をもてなすという形態が
宀当 行であり　両部 毟㈹宰ではない












訃3 孑 マスコ ぶ采| ス彳，ヒノ彳ばいけない，仏栗弼ﾌヱりようしいo ノアほf甲聖」といっづ冫－ソ
を人々に繽え付けている。
⑩3-ｲ 拑錨 三の蔓延が，マスコミによる杉・檜などの人ｺ謝牡胖卜 とつながっつ るヽo



































している。 ⑩2 孑 力yってμ すはェ不ル彳う 歸谷基呟たったか，ェ 不ル七 草命により，顋鋩E 浤の辿λこ った川
村は 麒 と舸 胎 授 速に失った
②-2-ｨ 襾す回汞 づ 纐勺に 林業 や回 診濕勁4 こ これといった産豹こもめぐまれておらず，はたら
く坊新が限られているo
(今2-ｳ 多額の累槓 欹宇=を抱えながらも国有材経 営を続けるのは すでに山仕詒う汕 杜7)失業対策事業
と化しているからであるo



























訃3 了 晨怖剰 こ魅力包必しないし，晨口耳傴こに寂 しみかないといつ右 笳 嘔紅
②-3-ｨ 人口の減少は 地域に学校を卒業した人の就職先力沙 な力ゃ たり，よりよい仕亊を求めたりし
て都顔こ出つ くヽことから始まる。
言3-ｳ 農LL体勍 らヽ若者が出て行くのは4 劾 艢 ないことも原因である。
-
誤 射 詣 賺 謝 匕
粟頤票










と し て い
る。
｜ 胆IJ μ 叩）声に耽 謳こも跨 創こも屈かなくなり，傚 台豕もマスコ戔枡目手にしないo





『 (訃2　 日本の叔動剣玉 総











μ 仞 人々にとっては 森 川，附m ，水田，畑 奎刎聊四 鈩 包囲詞であるか，衙 判]七
れらの権限を勝手4こ分割し合い，統舶晩黴 策はまったく提示しえな≒
③一詞 新幹豢 惣 撻 の整備及び 大都市間西遊皹 祕)勤 勧 優 先され 山村皿 整備に据 れて
いる。
























c-3-ｲ ﾀﾞﾑ は 山杜 歸初生にし自然7)仕齟みを変え，巨費を投じ年月をかけて築く巨大施設であり，
ゆくゆくは使えなくなる消耗佶である。













服1-ｱ 日本の公冊 勺な民家に電卵化の汳によって次々と取り皺さ狐 岩夜胚莅使 用した目 剴 湖 の建
物に取り替えられて廴ヽるo
④-レイ 外材の優位圉 汞 その均質な品質力袙突進業のトータノレダくフォーマンスによく合致したためで
ある。
@-1-ｳ 劃 襾な外材の輸入によって，皿 拍勺な殖 胆 四 大 醐 大 下し，国内の林
業に遠 退した
ｌ　　　　　　　　　　　　 ｌ
｜ ひ2 μ 穴 今，京蜆を



























⑤-1-ｲ 森栴 廿蜘ﾐ漁 を使って漁業を助け，漁業に刧醉卜として啓 飭を助け，その農業が森林を助けてい
る。










ぶ2 孑 観弐炮 として各ざ呼ぺ刄い晨LL押印 耒 沽田 匕のために褌に 餃迫莱を兒』我り，隹莱・ゴルフ場
の誘致。リゾート地の開発に走るo













































































①LL 村牛活肴の森林鯛ぐ 一一ラ 者胼珀慥琳卸
川上村の森林保全は 大部分を森林ボランティアに委
ねろべ青であろ
② 暦上泊村 → 都府
都市に住むより，川上付のような過激囲こ住む方が不
赱であろ
② 顫木水帝業　光一一 一 一一う 商丁擧
川上市巾ま３つめのダム(入之波ダム)の建設垳 回Tを進め
ろべ龠であろ
④市民 潜 庄村胞 そ一一 一 一如 行睦 个擧













段階 主な発問・指示 目標 及び 予想される発言・思考 資料
【 概念的知識】　 山村 に残さ れて いる文化 は， 地域 の風土を基盤 とし た伝統文化（ 山村文化） であ る。 山村社
会は， 産業 ・生 活 様式 の変化 によって， 過疎と高 齢化 に加え 林業 衰退 にさらさ れその結果， 山村文化 を支えて













大迫 ダム，大滝 ダム，吉 野杉， 吉野川，土倉庄三郎，大 台ヶ原， アュ， 朝
拝式，か みせ祭り， 修験道， 林隙集落，土場集落等
・林業 の村　・大台 ヶ原の近くにある村　・大滝 ダムのできる村


















なぜ， 川上村は日本有数 の林業 地帯 （吉野杉の主産地） にな ったのだろ う。









・気候 や土壌 に関係があるので はないか。
・林業経営・ 技術に関係がある ので はない か。
・川上 村は， 紀伊半島の南部，奈良県 の南東部 の山間地に位置してい る。
・川上 村は地形が急峻で耕地 に乏し く，村 の大部 分は森林 に覆 われ，集落
は林業 を中心にしてつく られてい る。
・月上村 は，わが国有数の多 雨地帯であり，豊かな森林環境を育んで いる。
・JI上 村の林業の発達 は，寺 院や都 の造営 と関係が深い。
・月上 村の林業経営は借地林業制度 と山守 制度によって支え られて きたo
り| 上 産吉野杉のブ ランド は，長年 にわたる林業 技術者 の研究 と， すぐれ
た技術体系に支え られて成立し た。
・川上 村は林道か ら離 れた奥地 の伐採地が多 く， 木材搬出費用が かさ むた
め， コスト削減 のために集材・ 運材 の効率化に取り組んで きた。
川上村 は総面 積の約95％が森林 におお われ，秋 田杉， 木曽檜とな らぶ日本三大人工美 林の１つに数え られ
る吉 野杉 の主 産地であ る。 川上村 の大部 分は秩父古生 層であり， 豊か な降水量 と温和な気 候という杉 の生 育 に
お ける好条 件を 満たし ている。 また，密 植と除間伐 を組 み合 わせ た吉野 式密植法， 借地林業 および山 守制度 と
いった技術 ・経営体系 の総体であ る吉野林業 方式 にも支え られて きた。 その結果， 他産地 の杉と比 べて， 美 し












・1970 頃か ら林業労 働者 が激減している。
・1970 頃か ら労 働者人 口が激減している。























・安価な外材 の輸 入があるか ら。　　・杉材 の品質 に問題 があるから。
・木材搬 出費用 や流通コ ストがかかり すぎるから。
・長引 く林業不 振や不安定な就労形態等 によって 林業 が若年層から敬遠さ
れ，林業労 働者 が減少している。
・安価 な外材の圧迫や他産地 との競合 により，国 産材の価格が低下し，採
算が取 れない山の木は伐採さ れず，森林が荒 れて いる。
・川上村 では， 若年層 の流出が多 く，高齢化 率が高くなっている。
・川上村 は林業 不振， ダム建設 によ る村 外への移 転にと もない山村社会 の
機能 が低下 し， 過疎化，少子高齢化 がすすんでいる。
川上村 では， 木材産業 の構造的 な硬直性 の問 題， 安価 な外材輸 入に ともなう国産材 の需要低 迷， ト ータルパ
フ ォーマ ンスを求 める住宅 産業 の姿勢 等 により， 基幹産業 であ る林業 の不振 が深刻化， 長期化 してい る。 その
結果， ダ ム建 設によ る居住地の移 転と相 まって，急速 に若年層 の村外 への流出が続 き， 少子 高齢化を招 いてい










・ 林業 振興事業　・文化財保護 事業　 ・教育振興事業　・社会福祉事業・























・川上村 は，生業 として の林業 や山村生活 に欠か せない 厂森林」，「 永」 を
敬い，大切 にしよ うという心 がけから，伝統的 に「山 の神」，「 水の神」信
仰が行わ れてい る。
・川上村 の人々 は， 自然として の森林を利用 し，「森林」 や 匚本」を生 活
の中で活か す方法 やしくみを 開発してきたo
・川上村で は，外材輸 入にともなう国産材 の不振を打 開するために， 優秀
な無垢 の木材製品を適 切な価格で開発・販売し， 販路を 拡大している。
・川上村で は，森 林の役割や木材の効能，用途を紹介 することにより，川










・森林伐採， 環境破壊から源流域を守 るために， 吉野川の源流域の森林を
保全 する活 動を すすめている。
・吉野川 の上下 流の交 流， あるい は都市 との交流 が，水 源地の村づくりの
一環 として欠か せないものとしてF ‾川上宣言」 とい う運動を 行っている。
・川上村では，林業体験・自然観察などの体験活動を 支援 するこ とにより，









川上 村で は， 深刻化 ・長 期化 している林業 不振を打 開す るために， 都市 住民 と連 携して， 経済（ 独自の販売
ルートの開拓） ・環境 （厂川上 宣言 」）・ 文化（木 を生活 の一 部に利用 して きた知恵 ）的視点 に立 った総合的な
林業活性化 策を 講じている。








①山村生活者 の森林観 く 一一 宀￥ 都市的森林観（なぜ，他の産業に比べて「林業」が軽視されているのだろう｡）










○農 林漁業 といえば軽視さ れ，環境 といえ ばはじめて大事にさ れる，土台
を忘 れた浅 薄な風潮かお る。　【 ①-1】
○手を付 けぬ自然（原生林）こ そ至上 として， 林業 や農業を軽視す る自然
保護 の風 潮がある。 【①-1-ｱ】
○林業 関係者 は，「 林業 は破壊 だ」， 厂木を 伐るな」， 厂林道 はつ くるな」 と
い った自然 保護運動に苦 し められてい る。【 ①-レイ】
○ 厂林業 」 に泥臭 いイメ ージがあるがあ るとして，「林業 」か ら 厂森林」
へ と改名が 進んで いる。 【①-レウ】
○山村 は都市 の予 備地であり，生活 と森林 とのつ ながり が希薄になってき
た都市民 バッフ アーとして捉え られてい る。【 ①-2】
○森林 は人 々の心を なごませ， 森林 の緑を見てい ると目 が休まり， 気持ち
よく すご せる。【 ①-2-ｱ】
○山村は自然をなくした都会人 の気晴 らしの道具にされている。【 ①-2-ｲ】
○山村 は森林浴や ハイキング， キ ャンプなど とい った都市 の人 々の絶好の
レ クリエ ーショ ン地域で ある。 【①-2-ｳ】
○山村と都市 との交流 は， 客として訪れた都市民（森林 ボランティア） を
もてなすという形態が一般的で あり， 両者 は対等で はない。【 ①-2-ｴ】
○マ スコミは，「森林」 を映 像やイメ ージとといっ た観念 の世界 に閉 じこ
めている。 【①-3】
○マ スコ ミは，「 スギ， ヒノ牛 はいけない， 広葉樹な らよろ しい。 ﾌﾞ｀ナは
神聖」というイメ ージを人 々に植え 付けている。 【①-3-ｱ】
○花粉症の蔓延が，マ スコミによるスギ・ヒノキなど の人工林批判 へとつ
ながっている。【①-3-ｲ】
○捨 てるような木を有効利用して いる割り箸が森林破壊 の元凶であ るとい









・林業労働者 の高齢化 によって， 作業能率が大幅
に低下してい る。
・山元の立木価格 の低下 によって， 森林の維持・
管理が困難 にな ってい る。
・産業 にお ける地位が低下 している林業 に対して，
これ以 上補助金を出せ ない。
・自然保護に対す る意識が高 くなり， 森林 ボラン
ティアが増加している。
・林野庁（行政） の方針がが 厂森林 の多面 的機能
重視」 の方 向に大 きく シフト して いる。
【反対意 見】
・森林 ボランティアは森林管理 のプロで はなく， 森
林保全 の責 任は負え ない。
・森林 ボランティアは都市住民 の気晴 らし の機 会で
あ る。
・村 の基幹産業で ある林業 を放棄すれば，村 の残り
少ない雇用 の場 まで も失 ってしまうこ とにな る。
・競 争力 のな い山村 か らは林業 が消 え， よ り一層





・森林 ボランティアの活動が，森林 の重要性 を広める意味合いで の最小限 の活動に限定されるな ら
匹 証 回 匸 雪 二
・林業労 働者 の雇用の大幅削減 につ なが らないのであるな らば
ヽ,レ
川上村 の森林保 全を 森林ボラ ンテ ィアに委 ねて もよい
-
118 －








④　農林業fF 一一一 宀知･ 商工 業　　 なぜ，国産材を 使用した在来工法 の住宅が少な くな ったのだろう。





○地域の林業不振 の原因 は， 木材を 加工・販売
する川下の林産業・住宅 産業 にある。 【④-1】
○日本の伝統的な民家は都市化 の波によって次々
と取り壊さ れ，新建材を 使用した国籍不明 の建
物に取り替え られて いる。【 ④↓ｱ 】
○外材 の優位性 は， その均質 な品質が住宅産業
のト ータルパフォ ーマ ンスによ く合致し たため
であ る。【 ④-1-ｲ】
○安価な外 材の輸入によって，木材産業 の構 造
的な 硬直性 が原因で木材価格 は低下し，国 内の












○零細な林業家を 支援 することによ って間伐・植 林
活動が計画的 になされ， 地域 の森林 に手が行 き届く
○観光立村化 に行き詰まりを見せてい ることか ら，
産業振興 につ ながる。
○ 若者が 村外へ流出するのを防 ぎ，雇用 の場を 剔出
するとともに， 少子高齢化 に歯止 めをか けられる。
○無 垢の吉野杉を使用した健康住宅（化学 物質 過敏
症 やアトピ ー性皮膚炎など に対応 した住宅） が安 く
手 に入る。
○都市生 活者に根強い 自然派志向を 喚起し， 山村へ
の定住もしく は杉・檜 の無垢 材による在来 工法のへ
の関心が高まる。
○木材産業・住宅産業 として の 冂II下」 を独自 につ
くること により，素材産業 として の「川上」と の一
体化により流通 コスト の大 幅な削 減が図 られ，産直
住宅の低価格が実現で きる。
○都市化・近代化さ れた生 活を見直し，木 の文化を
守 る活動 の大切 さを再 認識できる。
【反対意 見】
○国 産材 は， クレ ーム産業 といわれる住宅 産業 の意
向 に添 った均質な品質を実現 させられない。
○ 産疽住宅の形態であ って も，低 価格化 に は限度が
あり， 消費者（施主） のニーズに応えられない。
○見通し の暗い林業・木材 産業 に対 して， これ以上
投 資する必要 はない。
０ ３Ｋ （汚い・ きつ い・危 険）と言われる林業 に若
者 は魅力を感じ ない。
○林業・木材産業 に投 資するより， 自然を活用 した
村おこし（定住 促進 ・山村留学・ グリーン＝ツーリ
ズム・林業体験 ・インタ ーネット）をし た方が効果
が上が る。
○ すで に大手住 宅メ ーカ ーが占有してい る市場 に乗
り出して も受 注が得られると は考え られないので，
こ のよ うな事業 展開は危険である。
○林業 はやめて， 最低限の森林保全活動 のみを する




・外材並 みでな くて も， ある程度の低価格が実現さ れるなら
・事業資金 に対 する財 政的 措置が確約さ れるな ら




・森林（ 自然）を利 用した観光事業の促進 につ なが るものであるな ら
ヽ,ﾚ
川上村 に山幸彦 ハウス（川上村住宅供給公社）を 作って もよい
―  119 －
４。授業モデルの成果
①　林政学の内容を組み込んだ授業モデル
本来あるべき林政学研究のあり方を問い直す
ため
，荒廃や林業不振を招いているという現実
に直面しながらも
，林業を蚰とした山村活性化
対策に取り組む川上村の事例は格好の素材であ
る。
②　対抗文化の視点を生かした授業設計
教科書における偏った論理を抽出し
，対抗関
係として整理し
，それをもとに匚対抗文化の視
点
」を設定した。この視点に基づいて独自に作
成した「‾対抗文化の視点を組み込んだ山村の知
識構造
」をもとに価値分析過程を作成し，幅広
い社会認識形成と偏りのない価値観形成を図る
ための授業設計をめざした。
③　環境問題学習における匚森林」・「林業」・匚山村」学習との峻別
厂森林は守るべきである。どうすれば森林は
守れるでしょうか
。」という授業は，子どもの
思考を停止させてしまう
。社会科の授業では，
「日本に森林がたくさんあるのに
，どうしてそ
の木を伐らないのだろう」という本質的な問題
を解いていくことが重要となる。
授業モデルでは
，川上村の林業を通して日本
の林業構造を把握するとともに
，匚山の守り手」
の役割を認識させることができるよう授業を設
計した。
④「‾知識の構造」の明示
厂対抗文化の視点
」を組み込んだ知識の構造，
問いの構造をつくり
，それをもとにして授業モ
デルを構築した
。本授業モデルでは，産業・生
活様式の変化や都市化の波に洗われ
，方向性を
失っている山村社会に，地域の風土を基盤とした山村文化の重要性を再認識させることが目的
である。
IV　おわりに
本研究は
，林業不振とダム建設によって過疎化
がすすみ
，山村崩壊の危機にある川上村が経済優
先主義のなか
，都市の論理によって切り捨てられ
てきている山村の現状をありのまま子どもたちに伝えたいという筆者の問題意識が出発点である。
したがって
，この研究は匚林業」の重要性を問い
直し，偏った山村イメージを払拭させる役割を担っ
ている。
これまで小
・中学校では，都市中心の一面的・
固定的な匚森林
」・　匚林業」・　匚山村」観を基底
にした授業が行われてきた
。その結果として，現
在
，環境的価値重視に偏重した社会科授業が主流
となっている
。本研究では，支配的文化のみにと
らわれない幅広い社会認識形成と偏らない価値観
形成をはかるために
，対抗文化の視点を組み込ん
だ社会科の授業設計をめざした。
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